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埼で糸に依る 椎ﾡ培試験

(海 部)

技手 大山直也

I緒 言

ﾡ にﾡ場時部第 3製を以て、埼養蘭糸 (に依 る 維殺培指法 を義求 し 

なが、此方法は、接種元として、純粹無雜て然も 生活力頰る 旺盛な 

埼養蘭糸を用ひるものてあるから、ﾡて、活着が確てあり、ﾡ糸 

の墓延 も 頗 る 逃かてあ っ て、從來の諸方法に比較 して最も 優秀な ・ 

のてある乙とを實瞪すると共に、策象的に多少先進地方に劣る所あ 

る 本道に最も適合 しな栽指法 と して推ﾡ した所てあ る。

本讃験は之がﾡ績試験として、下記のﾡ項目に就て、野外に於て 

Tf地救催験を行つなものて、昭和11年3月以楽5年間に重 り取察 

した成組の槪要 を抜に報告す る 次第てあ る。

本試驗の施行に當 り、種々御指導を則つた元北海道盤技手高橋健 

三 氏 に 對 し深謝の 意を表する。

試驗項目

1. 稲木作製時期比較

2. ﾡ木管理法比ﾡ

3. 寢込並搭起環境比較

4. ﾡ木樹和比ﾡ



II 試験方法

相木作製時期比較に關 して は、3,4,6,7,8,11,1月の各月に#木を 

作製 して 同一の環境に寝込を行って其成績を比枝 し、ﾡ木管則法此 

較に關 しては、和歯ﾡ込孔の彼と無破ﾡ、秋季伐倒乾枯接林と伐 

探後接種、冬季間 七室貯蔵 と 林中其儘放置等種 4 の取扱 を な した 

ものを作つて各々成ﾡを比較し、経込並郴起環境比較 に 關 して 

は、それぞれ林相をﾡにする三ﾡ所の讃験地にﾡ木を配置して、氣 

温、源度、蒸微量、風逃度等の氣象因子の測定を行ひつ、北成兼を諏 

統 しな。以上の各試驗に供 したﾡ木原木の勝和は野幌岡行林に 自生 

する ミ ヅナラを用ひた。亦樹木樹種比較に關しては、道内の各種の 

主要樹種に就て試験 を進める のてあるが、 第1同試験と して、 

・クッ、 イタヤカヘデ、 ケヤマンノキ、 カッラ、 アダ、 ッョャ

ナギ、 シナノキ、 シラカン、 アカダモ、 ャチダモの10和を用ひな。

ni 試験地複況

本試験地は野幌岡林第 1 林班は小班内 に在 り、本場庶舍の西南 

約300米に位して居る。

林緣への最短距離は北方に約 50 米に して、本明有林の北端に連す 

る ものて、第1償験苗間及び林外条象認訓所ﾡ場に隣接して居り . 

東方は林内：主線道路を矩て、約100米に して民畑地 となつてﾡ 

る。(第I ﾡ受即

地勢は殆ど平坦で地表の起伏少く、通風良好な稍々乾燥地であっ 

て・ 地質は第三紀洪積府に城する加:壌土乃至地土であ る。

試験地は林ﾡに依り大略三つの部みにみける こ とが出來る。即 

ち、東方部 (A試験地) は主と して ト ド～ ッの壯齡木よ り成り、之 

にクフ、 ャチダe、 ミヅキ、 イグヤカヘデ、 シナノキ、 センノキ、 

キタョブシ等の幼前済葉ﾡ木を黙々混清する林地て、中央部(P 
試験地) はシナノキ、 ャマグッ、アダ、アヅキナシ,セシノキ、イ 

タヤカヘデ、 ウダイカンバ、 ミッキ、 キタョブシ、 ャチバモ、 ナ 

カ マ ド等の各種 の小徑汹葉樹 ・り成り、雨林地共全面ク 〜 キザサ を 

以て被覆せられ、所◆フッキサッ、マヒ ヅノレサウ、 ウチャクサッ 

等の小郡 圏が見られ、イ チャクサ ウ類が搬生して居る。西方部 (C 
試驗地)は ドイ ツタ ウヒ、カラ マツ の密な造林地(大正二年植栽、 

試験地設定書時に於て、樹高12米内外、胸商商優15料内外) て. 静 

閉頗る強 く、稀にﾡ弱なマヒゾルナウ、ユキザケ等が、命脈を保つ 

て居る に 過ぎず、殆 ど下草 を生じない樣な 林地であ る ・

e臓地の林相圖 を示せば第 2回の りてある。

IV供試楕木の作製並其取扱

M脇に供 しなﾡ木は昭和11年 3 月 以降第1 炎に示す通 り に作製 し 

な。接稲は普近の如く クッックボー (繰子) を用ひて穿孔 し、孔 

の大さは極4分、深さ4～5分とし、ﾡ木1本に到する孔救は、長 

さ3尺、ﾡ3寸内外のものに就94箇を標準とし、 太さにﾡじてそ 

nれeれ 1～2箇を増誠しな。程菌を保護する爲の被覆は 1寸位に 

刻 ん なﾡ皮 を 4 分御 2 本を以て止めな も のてあ る。但し3月 作製の 

もの、並に4,6月の一部のものは無被班接種を行つな。

-2 -
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上その如 く 作製 し2木の取扱方法 を述べ る と 次の通 り てあ る o
昭和11年3月作製のものは、3月30日ﾡ子室に於て接和し、埋込 

孔に被置を施さず、4月1 日同所に立飲べ、羅を以て覆ひ、時々i流 

水を行つて種ﾡの靴燥を防ぎ、種苗發育の兆候が認め らiれな 4月20 
日林中に寢込を行つた。循、子室に保存中は,室内の温皮、濕度及び 

ﾡ木内の過ル等を測定し、ﾡ歯の活着状態を調査した。林中にﾡ込 
後は上木の新葉が開 く 迄笹を以て榊木を被覆 し. 種歯の枯死を防〜 

な。 ・

1月作製の ものは野外に於て接種を行ひ、119 本中 28 本を無被整 

となし、一商所にﾡめて積しなる上を、天幕を覆って球菌の乾燥 

そ防き、約3選間を紐て、種苗の發育が完全に認められた後寢込を 

行り,他の01本は加込孔を破ﾡして接種後iちにﾡ込を行つな。

0作製のﾡ木307本の内88本は前411月役倒し、枝葉を付けた 

破で乾枯せしめた上接種 し夫 もので、他の 275本と共にﾡれも埋込



孔にぞﾡと施し2。 6月30日役採校種の3本は、埋込北を無徴 

とし、4 月 作製の同極 の ものと 同様の取扱法 を なし • 17 11 後種苗が 

完塗に微育を認めなる後普近の如 く 林中に夜込を 行つた。処等の# 

木はそれぞれ A,B, C の各讃験地に配証して総込並にﾡ起ﾡ境比 

教の従験に供 した。 中の75本 よ り 叫板 を探ル して合水率を剛 

しな。

7月 作製の榊木 103 本、及び 8 月作製の#木105 本は共に理込孔 

を被覆 し、前者は北内の60本よ り、後は20本よ り各々囿板を採取 

して含水率を調査した。 8月作製のものに就ては、 内の35本と 

11月～翌年 5 月土室に貯滅して.林中 に位倣量のものと の比校 

に供 しな。

10 月 25 日伐採. 11月10H接種のものは、埋込孔を被ﾡしてi［ちに 

林中に疵込を行つた。

次に昭和12年1月作製のﾡ木は質験室に於て接種し. 20本の内10 

本を接ﾡと同時に林中にﾡ込み、他の10本は接和後10日間を室内に 

保ち、種街の發育が完全に認められた 1 月19日t内の5本を林に 

運んな。他の5本は、4月23日頃iにはﾡ木口に歯糸の現出を見ねの 

て野外に疲込を行つた。

以上記通 した所 を簡潔に一覧表に依 ) 示せば次の通 bてある。

第2

W 木 
作製刀 作製W木 接ﾡの力法 4孔 

の彼証 ・抜稲後 め 】k 提

3 月 3{希 世惶i支後接種
(雑木) グ

ﾡみ W 
ク

ﾡ子に派て採所役4 ioHigB 
所に保の上、4 20日林h設込 
ﾡ込後木と征を以て礼面す

4 カ 119{ 3 グ
グ 被 種

3運I林小積後込 
接都後优ちに林中修込

r 275 〃 一 グ
6, 月

371 9 枯和
ti後陥

グ
4 ﾡ ¥ 17 口間林“疏f貴後後込

7 J 103 グ 彼 班 1 接i後icちに林息込

E园 伸契府木數 Hのガ治 込孔
の耗は 福 後 o m 型

8月 io7 G ・ 轟土室貯蔵

II月 4 採種後直ちに林中注込

CC , 10 ッ
1 ル 20 1

1 10 ル 5木はIOHI内保存後、他の5
• 木は4 23H 速内 保イ後以込

V 供試相木の形質並接種當時に於ける相木の含水率

供試楷木の形質に關し、各月作製ﾡ木の内 3,4,7,1 月作製の ミ ッ

ナラに就て、商価、T量、ﾡ皮厚等を調した所べ表を得な。

第3表

R

在

椅
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個サ:!小作製の木は長さ 45.5cm (1.5尺)、他はれも 9lem(3.0尺) のつものに就て 

ハ澗査數値である。亦7J作契のものは各水頼間定川四極にﾡて調せる もの 
に し てit径i定ﾡ位のみ を示す。 ・

上炎を見るに6cm未満、6～10cm、10-15cmの各範町に於ける不 

ゆit福. 1本不均重量、平均樹皮原等は各月共略同様であっ て、亦 

午範Mに於ける本救配みの剛係に於ても、6～10em の範圍に版する 

ものが60～73%、Gcm未消の範四にﾡするものが21～35%を示 し 

て、 大ﾡに於て、各月共大差無い 乙 と を示して居る。其他の月 に於 

け る 作製ﾡ木に就て は調査が缺けて 居る が、本の ものと 同様の原 

木に依ら 作製 しな ものてあ る から、殆ど 同樣であ る と 見て 走支へな 

レ、0



夏に桁木ﾡ種比ﾡに供し210種のﾡ葉ﾡに就ての間査ﾡ米は大米

の通り である。 ・ ^

第4衣

次に接種常時に於け る桁木の合水(常初の量に到する削合) と 

見る、3, 6, 7, 8月 作製ﾡ木に就て間在 した精果は次の通 り てある。

第 5表

千 ...... 6cm未i 6～1Oem 10～ 15cm 調
樹 利 ﾡ左

ﾡ mT量樹ルをﾡ JTit樹ル をﾡ JT量t樹木ﾡ
1 な

ク リ1
Crni . kcK, crni5.5 2.600, 0.3419 5 バ CIl7.6 5.328 0.425 4 157 I.0i5 0.6% 6

イクヤガヘデ 6 5.0 2.473 0.317 9 7.7 5.363 0.387 8 11.6 11.814 0.490 23
ケヤマハンノ 3 5.7 2.623 0.209 4 1 8.3 4.833 0.243 3 12.9 11.677 0.285 10
カ ッ ク 2 6.0 2.980 0.282 6 7.8 5.033 0.306 7 12.1 12.617 0.377
ァサグー - - - 8 8.2 4.995 0.284 2 11.1 9.850 0.296 10
ベッョヤナギ I 4.9 1.860 0.273 7 鼻 1 7.9 4.769) 0.412 2 11.6 8.680 0.459 o
シクカンベ I 5.6 2.510 0.210 6 8.4 5.783 0.255 311.。 8.683 0.274 10
アカグモ 2 5.1 2.265 0.272 6 7.9 5.274 0.342 2 10.4 10.708 0.472 IO
Yチグモ ー -- - - 2 8.8 6.050 0.339 7 12.1 10.637 U.4I719
シナノキー -- -2・** - * ■ ・ - 9.5 5.563 0.463 8 12.7 9.388 0.540 o

即ち ミ ヅナ ラ に就て見る に、6,7,8月のﾡ液の流動期間中に伐採

・-年 3 , 6 月 7 月 8 川

ミグナラ 5% 41.50 42.咨 41.45
ク ッ 4.51
イ クヤカヘデ ・ 41.39
ケヤマハンノ キ 42.91
カッラ 48.20

サグ 36.82
ベッコヤナギ 46.65
シラカンバ 40.40

カグモ 420 •
ャゲモ 34.17
シナノギ 48.16

----------------

せられ2ものゝ合水ﾡは41-42%てあつて、未だ流動停止期間の伐 

探に係る3月の38%に比ﾡして稀々大てある。Hartig. R. の實験に 

依れば、ﾡ木の季節に伏る合水\の變化は樹種に依りそれぞれ傾 

向 を興に し、ナラは7月 が合水量の極大黒に して冬季は低を示す 

と。本調査に於て も 7月最大を示して略同様の傾向がﾡはれる。從 

て, 供償ﾡ木の接種常時に於け る 合水平は38-42%の範Wに在つな 

と見るべ3てある。

英にﾡ木ﾡﾡ此ﾡに供 した10種のﾡ葉樹に就て見るに、"すグモ 

34.17%にして最小を示し、 サダ36.82%にして之に亜ぎ、シラカ 

ンバ、 イタヤカへデ、 アカダモ、 ヤマハンノキ、 クリ等は40-45% 
の範ﾡに、バッ=ヤナ"、シナノキ、カッラ 等は46～48%の範囲 に 

在つな。 . .

VI格木の寢込狀况

宮込場所は笹其他の雜草を刈拂ひ、将木、落葉等を除去 して地而 

を洋理 した後、商さ5,6寸の枕を作り、之にﾡ木の一端を載せ、他 

ﾡは地面に着けて誠べな。ﾡ込中は時々ﾡ木の上下をﾡ換して成る 

べ く歯糸がﾡ木金面に均一に変延する様に努めた。

各月作製ﾡ木の各讃験地に於けるﾡ込配ﾡの状態は第 6 炎及第 3 
ﾡの通りてある。(#"ﾡ込mはﾡ2ﾡ@m)

第 6 変

本製 -
A C mt

川 滴 末 174
4 小 — 91 28 119
6 月 169 _ 130 93 397
7 月 35 36 32 103
8 川 59 23 23 105

II 川 一 44 一 44
I 月 ・ 20 ・ 20

263 518 181 962
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VII 試験成績 
・

1. ﾡ木作製時期比被

從來椎茸の栽培に當つて、原木の伐採時期に關しては可成喧しく 

言はれて屈り. 期列定のびづかしいことは、伐探時期が秋季の 

極めて知I日に限 られて居る 乙 と ・共に、栽培上の上の一つの障書 

となって居た。

然し、近年M並歯に到する共礎的研究が進Uにつれて、栽培法に 一 

も著しい進歩が流らされつゝあるが、従楽の伐探時期の間ﾡにﾡし 

て も種々檢討が加へられ、•北島君•三氏、金子改次郎氏、小木ﾡ氏、

他の人々につて、伐採時期の過度 に制限せ ら る ゝの不必要が唱 

へられるに至つな。殊に接種法が,胞子播種法 よ り 培養歯糸法に飛 

ﾡ的 な進歩を 遂げ るに至った 今日では、榊木の 作製 は 殆ど 年 を 通じ 

て差支へ無いとさへ言はれて居る。

然し乍ら、稲木の作製並に寢込が野外に於て行はれることが普通 

てあるとすれば、氣象的に事情を異にする場合、自ら共處に差異あ 

るべ含 は常然想係せ られる所てあ る。然 らば本道の如 e 寒用地方 に 

於 て は稲木の作製可能期間は如何、 如何なる時期 を量いも行利とす 

るか、之が究明は經濟的見地 よ り誉だ重要なてと、思人。

i 得 # 率

各•月 作製描木の内、接種時に於ける取扱方法同一に して、同様の 

項境(B試驗地)に寢込を行ったものに就て、菌糸蔓延の良否を得 

#ポ (窓込。木數に對；する歯糸蔓延梢木數の比) を以て示せぱ次表 

の通りである。

-10- 一I1-
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第 7 表

作来月 終込木ﾡ W 糸で延 
木撃

昭和15年遊の 
権北我生ﾡ

3 評 劣 * 9295 7 •

・ 小 91 91 0 100.00 1228

6 川 • 100 、 100 0 100.00 1612

7 月 36 33 3 91.67 389
8 月 23 20 3 86.95 17!

月 44 35 9 79.55 178
I 小 20 • 10 0 100.00 42

(0) (10) (0.00)

上炎を見るに46月のものは各々 100%の得村 を示し、3,7の 

ものは各490%以上を示して之等に亜さ、8月のものは86.95%、11 
月作裂のものは 79.55%して量下位を示しな。 1 月作製のもの 

は、接種後實驗室内に保存して、粉曲が完全に發育を見たる後林中 

に寢込を行つたものは、全部優良格を得たのに對し,接種と同時に 

林中に継込んな ものは、稲歯は消結 して全然發育の兆候が認め られ 

ず、 後賞験室内に搬入して取祭したが. 遂に各孔共依役しなかっ 

な。 ・

mして、3月 作製ﾡ木の収扱法は前過 した通 b てあ る が、硝子室 

保存期間中の温度、濕度、並にﾡ木内の温等のﾡ測結果は第8炎 

の通りて (8〜16時の 4 同ﾡ測の均)

第8表

日 不均温 ii& 濃 度 木内
a 度 備

8% c
-14 あ 5J 3月30H動込了

* 2 13.1 o.. 49 7.3 味、撤水
3 . 59 ・7 79 3.7 i水 "
4 2.7 0.9 88 2.9 小 a
5 9.. - 1.7 82 1.5 小 ・

6 II.2 0.5 63 5.8 公、i水

一I2-

月 ロ 導 度 木内 
n 座 ______ .月1

. 7 iS 注 *
6t • 味、拡水

--

8 14.6 0.5 5S 8.9

9 8.3 3.1 71 7.0

10 5.8 一 0.6 - 77 4.7- ﾡ、撮水
1! 11.5 0.S 65 7.2

12 i4.9 1.0 47 7.7 請、微 水
13 6.7 2.0 77 7.2 ﾡ、小ロ

9.0 2.5 76 67 会、小部、撤水
15 12.5 3.4 62 7.9 味、拡水
16 6.8 3.0 87 7.3

17 12.8 3.9 64 9.1 会
18 10.0 3.0 73 9.7 墨
19 11.2 6.3 7 8.4 公

T 均 9.5 1.6 6.6

4月1日よ り19日に至る19日間の平均温度は9.5Cて、別(に最低寒 

吸計に依り 測定 しな派低気温の不均は1.6Cを示 して、氷熱下に降つ 

なのは1, 5, 10日 の3日 に過ぎず、最低一 1.7'C を 出なかつた。 # 

木内の過皮は 1.5C-0.7Cの範叫て不均6.6C示しな。源度は50-88 
%、 不均60%を示した。 ・

次に11月作製のものは、接稲然日てあ る 11月10日の氣温は不均 

326Cて、種苗の發育期間に屈する共後 10日間の条温の本均は下表 

に示す如く2.27C、 最高56.38'C、 低-1.G2Cてあつ2。 ハ ・

-13-

第 9 表

月H 平均 条 a ・、 最 高 $ 沿 最催然__ 、 ―_ _ ーー
ルT- C C C5

Il. 10 1 3.26 S5

11 6.59 10.0 - 1.1

12 6.82 _9.1 3.8
13 2.81 7.2 0.0
14 0.67 4.4 - 1.7



月 日 平均糸温 ﾡ i 糸 a 地低氣温

7 15 z% 9% -(S

16 0.7 6.6 . - 3.8

I7 -0.20 3.8 - 3.0

18 1.62 6.4 -3.7
19 1.97 5.9 - 2.6

20 -1.07 1.0 - 3.3

T・ 均 2.27 6.38 -1.62

亦 1 月 作製描木に就て は、1 月 9 日以降10日間の林内及び賞験室 

内 に於ける 萦溫の觀測 を行つ2結果は次の通 ) てあつな。

第10 衣

2型崎所 林 内 室 内
リ型

平 均 1 高 T 均 破 i 1
川日

1 9 - 3 Co
一 1.1

C
一 10.3 8.6

C
20.0

O
0.9

10 - 1.1 - 0.5 - 8.8 12.6 I.1 4.5 ,
11 -8.1 - 4.5 - 11.3 13.0 17.8 6.0
12 - 4.5 :-28 - 13.8 15.0 17.3 7.7
13 - 8.1 - 4.0 : - 11.0 i.37 17.8 70
14 - 7.9 - 4.0 - 11.5 ii.5 21.3 74

15 - 6.9 -1.7 । - 12.1 ・ 一
16 - 4.2 - Is ' - 8.3 6.2 16.2 3.5

17 - 1.8 - 1.9 l - B4 10.8 13.1 2.5
18 一 3.4 - 2.1 - 6.6 13.5 I5.4 4.6

T 均 - 5.3 - 24 - 10.2 11.7 17.0 t9

椎茸菌糸の發育は溫度、濕度,光線等と密接な關係を持つもので 

あるが、就中温度の影響は最も 大である。歯糸の袋育と温度の問係 

に就ては、鳥取高農松浦敎授,大原農學研究所西門博士等の注判た 

研究がある。即ち 椎茸関は,大體に於て5C附近から生長を開始! 

22-20Cて最も良好文ﾡ育をなすことが認め られて層る。が高橋N 

三氏はﾡ府培ﾡﾡ糸の性質に就て和 。 の實驗を行ひ、溫度 と のW係

-14-

に就て同様の結果 を得た こ と を報じて 居る。

故に松木に誥込まれた苗糸は常初少くとも5C以上の温度に思ま 

れなければ、良好な發育を期待する 乙 とが出來ない もので、従て11 

月 作製樹木の場合の如 ・ は、低温の爲め菌糸の發育が相當阻害せ ら 

れる映態にMかれなそとは創像に難くな く. 引い.ては得ﾡ求の低下 

と な ○て現はれな ものとJ料せ られ る。

ii 雜菌の發生狀態

次に各月 作製格木に就て、ﾡ生せるﾡﾡをﾡ和12年7月調査しな 

沾果は第"表の通りである。但し表中の數値は實際は被位の程度極 

めて頼故てあつて、得格率の上に何等影響を與へる 乙 とのない もの 

も全部制査り入れた も のてある。

第11 表

ヽ # 央 方 終 込 
木ﾡ

木
ﾡ料キウロコ

ク ケ
ブラケカ 
ワラタケ ゴムタケ 〔其 仙 lit

3 川
ラ ホ 木

1
お お 

4 ち 8.77
4 川 91 3 ・... 1 4 4.40
6 川 100 6 3 ・ 9 9.00

7 川 36 4 1 ・ 5 13.89

8 川 23 4 — — 4 17.39

II 小 4 ・ .10 2 2 I4 31.82

1 月 10 — — — — 0 0.00

上表に依れば,各月作製朴木は 4 月 のもの少を示 し以下月 を逐 

人てi次被害求が増大する傾向が認められる。総し作ら、一方ﾡ 

商i に 到す る 危政性極め て 少い と思はれ る3月作裂のものﾡ々犬なる 

談 ﾡを示し、11月のものに至つては最大の破害を現出しなことは 

ﾡﾡヤとﾡ照して、ﾡ糸変延の貴否と密接な剛係を有するてとが境 

知せられる。

災するに雑ﾡに到する危険は夏季伐探のもの、方大てあるが、一

—15 —



方辺迷良好なる 歯糸の変延は、雜苗に對する被害をﾡ少限に防止す 

る そとが出楽る ものて,ﾡは可及的連やかに歯糸変延を計 、雑歯 

を して 寄生の餘地 なか らしめること が先決問題である。

以上試驗の結果 を耍約する に、培養菌糸法に依る時は、原木伐探 

時期は從來の如 く 極端に制限せ られる必要な く、殆ど無季節に格木 

作製が可能てあって、野幌地方に於ては11月〜3 日迄の冬季を除け 

ば、野外にかて陽時原木 を伐採、流ちに接和してﾡ木を作製するて 

とが出來、ﾡれも80-100%の優良朴を得ることが可能てある。亦 

冬季寒冷 の候 と 雖 も 室内 に於 て 接価 し、 後ﾡ週間温吸 な る 場所 に 

保存 して、颓菌が完全に験育 を認めねる上て野外にﾡ込びﾡにすれ 

ば. 同様100%の好成績を界げることが出楽る。

而して本實驗の結果 よ り見て、本道の如きﾡﾡ地方に於ては、接 

種は4～6月の開に行人ことを最も有利と し、さすれば接稲校崎 

糸の發育に好適な る 自然の過度 に恐をれる期間 を最も多く得るそと 

となり,他方雜菌に對する被害の程度も備少にして、從て周到なけ 

木の管理 と 相険つ て最も 確實安全に優良 な る ﾡ木を得 るそと が出 

る。

2. ﾡ木管型法比ﾡ

技に言人ﾡ木管ﾡ法 と は主 と して榊木作製に於け る K扱 を押す 

ものて、本試驗に於ては、樹木の乾枯接粉と伐採直後接翔. 種苗理 

込孔被覆の有無、冬季 上室貯慮と林中北位放置等に就て比較讃験を 

行つなものてある。

ﾡ木の統枯接種と役探直後接種比桜

從來伐倒 した原木は 1～2ヶ月 は北使放量t して充分乾燥枯死せ し 

めなければならものとして、必す實行せられて來た所である。’。 

實生長旺盛な樹木には寄生 し得ない様てあ る が、伐倒せ られ2原木 

は 漸次枯死す るから、必ず し も 統ﾡせ しめ な けれな らぬと は限 ら

a こ と を指摘し・培指ﾡ糸法に於ては役探後岡時玉切つて差支へな 

いそとを第1報に於て述べた。

昭和10年11月伐倒ﾡ材せしめて翌年6月玉切つなものと、昭和I 

年 6月 伐採 と 同時に 玉切接種 しな ものと の比較試験の結果は次の第 

2 表に示す通 りてある。

因 に接種常時に於け る ﾡ木の 合水はﾡ枯の も の36.73%、i【後の 

もの41.50%てあつな。

第 12 表

燃込場所 府木の
取 炎

僕 T 
i木嚢

当*で 
m 木 致 骨 W 率

A 統林接和 引 93.33
91.29八 iiL 後和 105 ・ 99 6

1 #接和 30 0 100.00
it 後 接 M i63 I00 0 100.00

( ゆ#接H 26 92.86,
it 後 推 福 68 97.14
z # 接 F 95.40

it 後 接 所i ・ 97.14

第 13 表

致込場所 

'w] 
勺ル'率

A | C 獲書
訪木 僕 t 

W本動と 愛 生. 初•害淑 
h木駐

・トﾡ 商 m n卜ﾡ 商 
ビ 生磁率だば 生被* 率 T均 '

ゆ ﾡ 接 m 30 2 6 W な なミ
30 4

100 9

13.33 菊 う 142 oス

i 後 推 m 105 15 10.8 9.00, 70 9 12.6 10.7S

間ち得朴に於て は、般枯接種の も の95.406そﾡし直後接種の も 

の97.14%を示 して、寧ら伐採直ちに玉切り 接種せる ものの方良好な 

ﾡ果 を得た。亦雜 •歯の發生に就て見 る も、A試験に於ては商[後接和 

のものに多 く ﾡ生を見なが、 B及びC試験地に於ては靴枯接種のも 

の の方大なる 彼常 率 を示し、 均撃 に於 て は 雨者に 大差 無さ 結果 を 

ィな。
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即ち從來行はる ・如く、原木を或る期間放置して特に化燥せしめ 

る必要なく、伐採と同時に玉切り接種して何等卷支へ無い。

b. 種函理込孔の被覆 と 無被覆比校

培養菌糸法に於て は、理込んだ種菌 を保護する 爲 に、一寸位の 

ﾡ皮 を 4 分町 2 本を以て止める 方法に依り、埋込孔 を破間 するそと 

がﾡ行はれて楽なのてあるが、 近時何の入手顧る困難となら、ﾡ 

ど絶製の映態にり( 之が對策としてパラフィ ン、木焼等を川ひる 

方法. 或は埋込孔 と 同大のm形の樹皮 を作って 帙込む 法等が行はれ 

て居る。而 して此被覆の操作は格•木の作製上相當の勞力 を要し,ダ 

孔、埋込、被覆の功程に於て、彼ﾡの拠作は約10%を占めるものて 

ある。

故に 若 し埋込孔 に被覆 を施さず して 接種の 目的が述せられるなら 

ば、&大のﾡ力と紙ﾡの衝約となるﾡてある。筆者は此問題に:?} し 

て極めて興味ある結果を得な。

銀屑培養に當つて、椎茸I 知糸の發育過程を觀察する に,ﾡ初ﾡ糸 

は主と して鋸屑粒の間隙を縫ふ樣に伸長 し、培指丞は新降状を星す 

るが. 時日の經過に伴ひ. 其表而は次第に密な黄糸に依って被覆せ 

らnれ、遂に白色の厚い皮膜を形成する に至る。此時培養瓶中 よ り摘 

出すれば、表面は紫褐色よ り帰ﾡ色に變じ順るﾡﾡなものとなる。 

斯様な狀態と なれば恰も 内部は此皮朕に依って防衞せ られて居るか 

の如く、ﾡ常の純源にも耐を、低温にﾡしても抵抗力ﾡく、雑商に 

使されて死する様な 乙 と は絶ﾡにない ことは、實際培養に常って 

紅験する所てある。
期様なﾡ歯の性ﾡは、無被ﾡ接種の可能性を示唆するものと し

c. 甚だだ典味深いものである。

昭和11年 3月のも の及び 4,6月 の一部に無被後の もの を作 り、 

成様 を 比較 しな結果は次の通 ) で、即 ち 商者の種歯活卒は第14

て示示す如く、

・第 14

ﾡ込の ! w 木 確Wo近番致 商 w 調 査 . 小

x 投 作製川|要等ら 不事な 近 木 ﾡ " " "

1 3 川 383 6 98.46 57 9s.46 補茵活着率は 4
ﾡ磁預 4

6
II 一 ― 一|- 100.00
月 116 3 97.48 34 97.06 のものwと

1 ボ 均 . ： 97.97 96.6S 快く

6 月 386 3 99.23 91 97.86 1

被せる も の 99.23% に對 して、無破の も の 97.97%と示 して共送 

異. は極めて 些少であ る。亦得格率に於て も被投の も の97.86%に到 し 

て、無ﾡ間のものは4均06.68%を示して、無被覆の場合も完全に接 

種.の目的が達せられ、優秀な得ﾡ求を示すことが1置せられ。而 

して ,埋込菌糸の發育經過 を 親察す る に純粹培養の場合と全く 同様 

てあつて、發育良好な る場合、接種後 10日 徐に して表面は純白の苗

糸 に 依って はれ、3 週間除 にし て 皮膜 を 形成 す る。

教に、接相後梅イ、を一箇所に堆積 して天幕、延等にて覆をなし、 

間歯の統拠を防ぐ公に充みﾡ氣を保た しめる樣にすれば,種歯は適 

溫に依り口好に發育し,表面に皮膜形成後は、外界の不良條件に對 

して抵抗力頗る強 く、内部の歯糸は完全に材中に侵入して、接種の 

目的が逹せられるものである。

殊に雑の繁殖少い 3～6月の間 に接種する場合は、 上述の成都 

に鑑み、特に此方法 を推獎す る次第である。

c. 冬季土室貯蔵 と 林中共破放置比軼

椎井苗糸の発育 と 温度の剛係は ・ 旣述の如く 大盤 5-32c のlて 

狭し、22～26Cに於てﾡも良好な袋育をなすとされて居る故、寢 

込中の朴木は歯糸のﾡ育に適する範叫の温度を可及的多 く 享受する 

ことに依り、其完熟が促進せられる 乙 と は言 を俟たない。

ー・18 一 -19-



今野幌地方に於ける最近4 ケ年間の月別下均須温(午前10時) と

示せば次表の通りて、

第 15 炎 (c)

万 

学産

宀
2 4 5 6, 7 8 9 10

7
12

昭和114 -53 二3 -0.4 11.6 17.4 19.8 21s 19.7 12.9 4.5 -0.6

・和I2年 -45 -2.6 00 76 10.9 17.0 22.6 23.2 187 12.6 -4.1

昭和134 -53 -42 1.o 8.2 14.1 17.1 20.4 25.0 19.7 12.5 4.5 -3.7

・和144 -68 -4.5 12 68 12.6 17.0 22.2 23.2 20.3 12.4 5.8 -14

・ T 均 -38
03

7.1 :2.3 17.1 21.3 23.3 19.6 12.6 4.8 -2.5

(北海道探林氣象略林に據る)

10C以上の温度と示すのは5～10月の6.ケ月 間に過ぎず、他の 6 グ 

月は低温のなめ歯糸の後育は※し く 阻止せ られる映態に在 るもの と 

. 見做される。

故に本道の如 く、気象的に內施先進地方に比 して不利な條件に。 

つて、ﾡ且つ温吸地方に劣らざる成縦を撃げ様とするには、多科間 

をそれぞれ紙済的立場 よ り 考厳 して、適當な方法に依 り ﾡ糸の彼 

を遮進せ しめ、以て 樹木の完熟 を 圖 ることに努め ること が川ﾡてあ 
る。 g

本試験には一例 と して簡易な土室内に樹木を貯藏 して効果を 

調べ、林中其儘放置の ものと 比較 した。

土室の構造は、地中に縦4尺、横9尺、深さ約2尺のを掘り、 

周Wを板にて四つた簡叩なものて、現場は乾燥せる緩斜地であっブ 

か ら特に排水の m は施さな かつな。.此止 の 歴部に敷木を 敷 9 #木 と 

横積みと なし共上を 7,8寸の厚さにﾡ変科を以てﾡ、 更に共求面 

をルくﾡ士 した ものであ る。

供讃ﾡ木は 8 月作製のものの一部35本て、越冬期間は11〜5 川 

てあつなが、菌糸は兩木口に著しく 現出 して、I流な殺育が認めら 

れ72o 土室貯威の ものと 林中共位放置の ものと の比較成績は次表の 

通 りてあつな。

第 16

m 木 ﾡ 試 流 W
fHt率

走リ桃式發生数1 ・和I54z 
の I 木 り 
發 生 ﾡI 扱 別 木ﾡ ボ 生 委生最

土ﾡ貯成
す

■ ■ • ---- マー 
94.28

--キ 3 ■ 5

#中放m 2 20 4 83.33 3 8 7.7

間 も得市に於て も ・.チ質置の殺生敷に於て も 土室貯滅の も の若 

しく 良好な る成ﾡを示 して、其効果頭著なる事が認め られな。

3. 寢込並的起環境比較

a. 岐込環境比較

推#の人工栽培に當って、経込場所の環境は其成部に至大の影響 

を 断す 乙 と は周知の ことて、本事業の成否は一つに之が適否に歸す 

る と 加ふ も 敢て 過言ではな い。 ・

3•來ぜ込場所は「六乾四濕、二陽入株」を適除とすると稱されて 

層る が、例へば内順的に現れも適地と認め られ る 箇所に寢込んだ も 

のでも•甲地ては好成績を得、乙地では失敗に終ることは珍らしく 

ない。之は復雑な環城因子に支配される公て、地理的に位置を異に 

する場合は勿論、同一地方に在つてもTに千皮高化と言つて遂支へ 

ない。 .

然 らは本道の如 a 寒帶地方 に於て は如何な る 環境 を 適當 とする 

か,楽よ り 確然。る 指針を把掘す ることは不可館 としても、大凡の 

傾向にて も明 らかに し得られなな らば、實地栽培上に極めて參考に 

なることが多いと思ふ。

本讃験にがては前北の如く林相のﾡ興に依ら のA,1, Cの三っの 

山駆地に分ち、cIuI試磐性めの項会m 6 月 作製の郴木を供试木と して 

各試験地に分置し、気象因子の測定を行ひつ、ﾡ込ﾡ城の関係を調
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査しなものてある。

i 氣象因子測定結果

氣象因子の測定は各試験地に於て最 も 代表的 と思はれ る 箇所に 门 

葉箱を設置し、地上20cm (終込精木と略同協)に於ける氣温及び激度を 

8時1 り16時に至る各2時毎に測定し、別に疑為最低溫度を測定し 

た。熱被母は平田氏紙面蒸發計を用ひ、風連はッ ングス ト ン 

風力計と用ひて測定した。

昭和11年6月～13年3月の各讃験地に於けるﾡ測ﾡ果第17炎一 

第20交の通りてある。
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第17 交 氣 温 (C)

A p C
年

座 T均 最46 址低 平均 最為 最優 T均 "甫

・和14 6川 17.08 20.58 10.92 17.32 20.96 10.90 17.06 20.52 10.76

7川 19.02, 21.05 15.13 19.18 21.13 15.13 I8.89 21.17 15.00

・ 8月 20.80 22.95 16.45 20.91 23.30 16.45 20.70 22.69 16.30

9月 18.34 20.72 13.21 18.40 21.06 13.07 18.16 20.53 12.95

10月 11.30 14.05 581 11.54 14.67 5.61 11.371 14.12 547

11月 352 5.94 -0.20 3.61 . 6.31 -050 3.34 5.70 -0.12

12 -1.37 1.01 -465 -1.44 1.15 -4.91 -1.78 0.48 -4.86

H和124 1 -5.13 -2.78 -9.89 -5.26 -2.78 -9.95 -5.65 -9.91

2月 -336 -1.23 -7.40 -3.36 -1.51 -7.57 -3.80 -20 -7.11

3川 -1.21 088 -4.83 -1.12 1.22 -5.45 -1.90 -0.13

4月 6.22 8.95 0.03 6.51 9.68 -0.13 5.31 7.84 -0.13

5月 10.66 13.61 5.31 10.91 14.20 5.14 10.26 12.81 50

6月 16.61 19.83 9.74 16.64 19.88 9.77 16.37 19.28 05)

7月 21.74 24.04 17.88 21.75 24 07 17.87 21.57 13.58 1769

8川 22.13 24.49 17.21 22.2C 24.64 17.21 22.01 24.30 I697

9 16.99 18.95 12.09 17.0C 19.31 12.11 I6.81 19.19 11.67

10 10.96 14.11 5.30 10.94 14.22 5.31 10.77 13.99 4.89

• 11月 3.39 5.8 -0.40 3.43 582 -0.54 3.11 5.3! -0.79
._12月 -485 -263 -883 -493 -2.88 -8.38 -5.8C -3.4 -.8

・ A n C
平均 最催

1" 量高 平均 i6

・和134 1 -5.99 -2.96 -1057 -6.0s -3.50 -100 -7.02 -40s/ -10.64

2 -4.76 -2.19 -9.80 -4.50 -2.33 -9.49 -5.96 -3.20 -10.is

3月 -0.05 2.60 -.58 0.20 2.41 -4.36 -1.07 1.56 -4.96

4月 7.04 1052 0.65 7.84 1152 0.87 6.30 9.90 0.14

5 13.25 17.02レ 6.87 14.06 17.90 73s, 12.66 16.56 657

6川 15.05 19.48 9.66 16.25 19.11 10.17 15.41 18.95 9.19

7小 19.33 21.88 15.6 19.74 21.81 15.S 18.91 21.65 13.85

8 23.64 26.71 19.21 24.20 26.67 19.67 23.34 26.26 18.71

9川 17.27 20.30 12.89 17.62 20.21 13.60 16.93 20.37 12.72

10月 10.48 13.69 4.75 10.89 13.67 5.29 10.22 13.52 4.0

11川 3.13 6.00 -080 3.57 6.15 -0.50 2.72 5.59 -1.20

12 -5.20 -301 -8.05 -3.01 -7.39 -5.83 -6.75 -7.69

q和14年 1川 -8.53 -5.49 -12.56 -8.13 -57 -11.26 -885 -6.18 -12.44

2月 -6.44 -7.14 -10.61 -6.16 -4.40 -9.6S -7.13 -5.11 -9.87

3月 -1.65 0.79 -5.37 -1.28 0.81 -4.97 -2.45 -0.54 -537

4川 4.31 7.24 -0.40 4.76 7.70 -0.12 -3.14 6.02 -0.80

5川 11.52 15.26 4.86 12.60 16.14 5.41 11.08 14.82 4.46

.6川 15.67 18.95 ・ 10.27 16.10 18.79 10.83 15.20 18.69 9.97

7 20.70 2359 15.6 21.07 23.53 1652 20.37 2332 15.52

8川 21.19 24.01 17.71 21.49 24.15 18.22 20.82 24 2 17.27

17.71 20.79 20.01 18.12 20.85 20.14 17.65 20.85 20.05

I0川 9.98 13.70 5.13 10.42 13.85 5.5S 9.74 13.66 4.76

11 4.02 7.03 -660 4.4S 7.07 -0.23 3.83 688 -0.85

12 -3.45 -0.48 -7.19 -2.80 -0.35 -6.61 -3.75 -0.74 -7.30

M和I5年 1 -10.19 -5.07 -13.42 ■ -9.47 -5.27 -12.イ9 -10.43 ・-56 -13.00

2月 -6.93 -3.36 -10.32 -6.48 -3.25 -9.39 -685 -3.71 -10.57

3月 -0.78 1.66 -4.51 -0.75 1.48 -3.89 -1.81 0.76 -4.48
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第19表 殺量 (gr)

第1S 表 度 (%)

F 段地 A C 年 细
座

A c

・和I4 6 81.2 65.4 80.9 ・和13年 5 刀 798 76.4 85.4

7 91.4 858 91.9 6月 81.5 81.5 85.1

8月 89.7 87.0 898 7月 89.2 88.9 92.3

9 89.2 87.9 89.5 8川 84.8 84.1 j 87.8

10川 869 84.1 84.8 9川 93.4 92.9 95.3

11 87.6 84.0 85.6 10川 89.2 88.3 91.4

12月 89.5 87.9 91.2 11月 94.5 94.7 97.2

昭和12年 1川 92.6 92.1 95.1 12川 92.7 92.6 95.7

2月 928 93.8
・

96.7 ・和14年 1 88.5 89.1 946

3 89.6 90.3 95.4 2丿J 87.6 89.0 94.7

4 75.0 76.8 82.3 3川 91.6 94.6 97.6

5 778 81.2 84.2 イ川 922 91.2 96.1

6川 75.7 76.5 77.5 5 80.9 82.7 8.7

7川 90.8 92.9 93.2 6 89.7 87.5 91.9

8月 84.8 86.5 860 7月 92.7 90.7 94.5

9 866 87.5 88.4 8月 96.1 93.7 o7a

10川 85.5 88.5 87.6 .9川 97.6 92.4 99.0

11月 87.0 89.4 89.3 10川 94.6 92.2 97.6

12 93.6 92.7 94.5 11月 88.1 78.4 90.3

昭和I34 1月 90.7 93.0 94.1
12川 96.6 90.6 98.5

2月 90 1 92.3 95.5 ﾡ和I5年 I 98.3 93.5 99.7

3月 87.8 88.4 9.7 2川 98.0 93.3 85.1

4j 81.9 78.9 87.4 3川 ・ 92.7
।

89.2 988

-24-

"ュ A C 測 | 
日ﾡ "ル A 消定

M和11年 6j 13.35 15.96 14.60 21 ・和11410月 7.79 7.58 9.85 17

7月 7.14 8.09 7.29 17 11川 58 3.1 8.6 1
8月 8.27 9.32 8.53 16

12月
9 7.85 7.14 8.50 14
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A c 消定
"數

命 ご戦 
座

A B c 測定

・和12年I川

2月

3月 
イ川

5月

6月

7

8

9
10月

11
12月

I J

コ

--
一

15.63

18.26
10.8

13.0

8.43
8.4

16.78

16.94

10.14
10.91
6.61

6.82

13.37
16.04

9.55
12.10
8.13

7.63

14

21

12
16
22

20

・和134 9月

10

11
12月

・和14年 1川

2

3

4川

5川

6月

7川

8川

9

10川

11

i ピ

・和15m 1 月

8

7.55

750
8.84
・

一

-

17.48
6.74
6.60 
8.10

7.60 

5.56

7.58

•

7.77
7.00

10.14

・
・

・

22:10

6.51
6.91

8.01
6.92

546
7.36

・

762

7.96
6.46

13.26
6.20

6.42
8.81

7.47

6.45

8.1s

・-

・

7

14
12
IS

11

8
8

5
・

・

Mm134I
2

3

. 4川

5川
6!
7 1

8川i

--

20.16
16.80

12.66

17.71

・

21.85
16.28
13.03
18.56

--

15.15
14.13

11.09
17.79

i

第20炎 風 皮 (w)

座 - 

a和1I4 6川

7川 

8川 

9 

1O川

1リJ
I2川

・和124 1 

2

A B C
ゲ

A B c

0.54 

0.34 
0.27

020

0.27 
0.23 

1.34

・-

0.19

006

0.06
0.05

0.19
0.17

0.72

0.57
0.43 ：
0.25

0.10
0.39 ；
0.36

0.30
-- -------- 1

—:

一

・和14年 3川

4川

5月

6月

7JJ
8月 

9!

11
12月

0.95
・0.80
0.37
0.43
0.34
0.35
0.34
0.26

0.56 
0.i6 
0.20 
0.22
0.14 
0.11 
0.10 
0.09

0.72
0.66
0.30
0.28
0.19
0.18
0.29
0.33



- 慶
A B C 、瓷 A C

m和I34 1川 0.33 0.15 0.28 ・和I44 3 0.82 0.72 0.42

2月 0.27 0.29 0.27 4月 0.91 0.69 0.66

3 0.53 0.34 0.34 5月 0.67 0.23 0.84

4月 0.87 0.30 0.96 ' 6 0.23 0.09 040

5川 0.63 0.25 0.63 7川 0.18 0.01 0.20

6月 0.49 0.20 0.42 8月 0.21 0.07 0.24

7月 0.30 0.18 0.11 9 0.13 0.03 0.13

8川 0.25 0.16 0.45 10月 0.13 0.02

9 0.14 0.09 0.29 I1川 0.24 0.14 0.3%6

10川 0.87 0.12 0.37 12川 0.28 0.10
1

0.53

1I
12

0.11
0.09

0.06
0.09

0.16
0.27 Wm15年 I

2月

0.22

0.41

0.11

0.61

0.24

0.53
・和14年 1 

2月

0.13

0.55

0.22

0.58

0.13
0.31 | 3川

1
0.70 0.74 0.70

上表を見るに、氣温は各試験地間於て大なる差はないが、試 

験地最も高く、A試験地之に次き、C試験地、最価低を示し、濕度は 

概して B, A 試験地は低く、C試験は高い傾向がﾡはれ、 統量は 

1試験地に於て5月に最多を示して居るが開葉後の他の期間は 各 

試験地間に大な る差異が認め られないが概 して C試験地は リ,A献 

験地に比 して少い傾向 を示してゐる。風逃度はA試験地量も大てC 

試験地之に次ぎ、1試験地は最小 を示して居る。

更に殺込期間にﾡする昭和11, 12 兩年度の観測結果 よ り、ﾡ木が 

雪中に埋没する12月 よ り 3月に至る期間を除いな。即ち菌糸の發育 

に關係深い と思はれる昭和11年G 月 よ ・同年11月ﾡ、及びm和12年 

4 月 よ り同年11月充の14ヶ月間の均を前ﾡのﾡ表に嫌り算出すれ 

ば次の通らてある。

第 21 表

■瞼地
a (C) 濕 使

(25)__
費量

(g)
風 遺・ﾡ 

(ni)T 均 量 商s m ﾡ

A 14.20 16.79 9.18 84.9 8.91 039

B 14.31 17.11 9.10 83.8 8.53 0.18
C 13.98 16.50 8.93 86.6 8.87 0 34

-..・ ----- -―-- 会------

即ち須温、濕度,風速度等は前掲諸表の傾向 と 同樣である が,此

期間に於け る然發址は 1試験地に於て 冊々少い。

ii 得ﾡ率並雑1破害

各試験地に於ける得ﾡ並雑破省は次交の通 bてあつな。

第 22 表
| ﾡ 込 苗糸国延 雑前我生 雜 商

試ﾡ地 , コ ikHt木ﾡ 得中
木 w ボ 數 木ﾡ ﾡ * 率

-ォ--
A 105 み 1 本 

6 5る 15 14.29
B ; 100 100 ° 100.00 9 9.00

c 70 次 2 '97.14 9 ・ 12.86

即 ち B i験地は得ﾡ求 も 良好てあつ て、雑歯破害 も 亦小 と 

示 しなo
以上の如く、1試験地(に於て、iも良好な成藩を示 しなことは、 

本道の如き比校的崎糸のﾡ育に好適する温及に巡会れる期1の少 

地方に在つては、寢込場所は過乾に陷 らざる限 b. 成る可く 温暖な 

環城 を選定す ること が必要てあ ることを示すも のてあ る。

此意味からして、本道に於て は針葉樹林 よ り も渊葉樹林を よ り可 

良とすべ く、』ち落業期間中はﾡ光のﾡ入量多い故村木は比被的高 

溫に恵 まれ、が盤項 の候 にあって は適當 な 庇 蔭 を 保っ て ﾡ木の過ﾡ 

及び皮焼等が防止せられる等自 ら巧に調節せられる故、常に同一の 

情閉 を保つ針葉樹林に比較 して好適な る條件を具備す るものと言人
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そとが出る。

亦方位も北向 を避け. 防或は凍: 南又は西南の斜面を選び、成るべ 

く ﾡ木の温度 を上せ しめ そ 様に工夫 して、歯糸の込迷なﾡ延を闘 

る乙とが最も肝要なことである。

b. 櫛起環境比殻

ﾡ栽に於ては殺込場所に於て歯糸のﾡ延を脚り、千實ﾡのﾡ 

生を見る頃となれば、ﾡ木をよ り 濕父の多い場所に移して共發生及 

び發育を可•良な ら しめなければな らW。

子實旅の發生. 発育には温度及び温度の 二條件が密接な關係 を持 

つものて. 此兩者の跳れか一方•でも不適當であれば、子實體は順判 

な發育を遂げ得ない。從て格起環境の適否は最終目 的2る収穫 を左 

右するものと して、頗る布: 要な役割をなす ものである。

筑象的に内地温吸地方と情を処にする本道に於ては、#地のﾡ 

ﾡに就て如何なる照を特に考厳しなければな らWか、之が間ﾡは組 

込環境の間題と共に願る重要な乙とてある。

本試驗に於ては榊起は各々共寢込場所に於て行ひ,供試験招木厂 

前記 a. 技込環境比較 に用 ひた 6 月 作製の も のてあ る。

i 子賞體の發生時に於け る氣象因子測定結果

各映験地に於ける環城の相処はCに述べた り てあるが、4介子賞 

ﾡの殺生殺に最もW係が深いと思はれるﾡ生開始前後20H間の氣 

象要素測定の結果 を 附表 第IVに依 り 均価 を 求めて示 すれば第 

23表の通りてある。

第 23 ﾡ

4 疫 。
_ ___

A 1 C

雑季 秋季 春季1 秋 空 等 P 氏 f

mm124 • T 均 at 温 (G) 
4温(C)

10.46
13.49

16.73
18.96 |

10.76 
t4.19

16.74
I9.14

10.03
12.77

1651
18.97
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eざ
A B

—
C

秋 季 春季 秋季 泰季 秋季

・和I24 催糸温(C) ! 4.96 11.79 4.83 11.79 4.76 11.39

源 度 (%) 77.15 88.82 80.55 89.56 82.80 90.59

ﾡ ﾡ 量(gr) 15.6 7.8 17.5 64 15.5 7.9

我 生 開 始 期 ﾡ5』15H 秋季9月15H

M和134 T 均 s n (C) 7.09 9.27 7.89 10.15 6.41 9.00

聶 ts 条 a (C) 10.43 12.66 11.53 12.60 10.04 12.11

最 低 年 温 (C) 0.99 3.07 1.28 3.61 0.46 2.73

a 度 (2%) 82.62 8S.02 79.39 s2.61 87.50 9082

ﾡ 限 it(er) 7.5 7.1 7.9

ﾡ 生 開 始 期 科4月I7H 秋手1020日

il44 T 均 氣 a (C) 9.83 11.05 こ 9.26

ﾡ ws 糸 a (C) 13.48 15.01 11.83 一

領温(C) 3.79 — 4.16 ・ 3.16 一

浜 度 (の) 88.39 ・. 83.40 ・ 90.19 —

際 愛 量(wr) 19.9 - 23.2 1 13.6 —
ﾡ 生 四始期 4季5 月 1 H 秋科 — ・ ャ .

・和154 映 消

T 均 条 温 (C) 9.13 13.00 9.90 13.45 8.58 12.77

最 高; 4温 (G) 12.47 15.81 13.5S 1587 11.55 15.54

最 低 4 a (C) 3.25 7.43 3.42 7.72 2.79 7.06

湯 度 (%) 82.72 88.42 81.11 86.09 86.83 90.71

※ ﾡ i(«r) 17.8 7.7 20.t 6.8 14.6 79

聞b氣温は1試感地に於ても高く、A試驗地之に次ぎ、C試験 

地は撤低を示して居る。ﾡ度はC, A,1、蒸獲量は1, A, Cの順を 

示して居る。

F質恨の殺生

M和15年造の各試験地に於け る子賞置の殺生量は次炎の通りてあ

つな。 , 'S. . • . 、
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第 24 表

即ち 1試験地は桁木 1 本常 り 平均發生數に於て も殺生に於ても 

最多に して. A試験地之に次ぎC試験地は少を示 しな。

以上の如 くB試攻地に於ても良好な發生役育を示 しなことか 

ら、大體に於て次の樣な 乙 とが云ひ得る。即ち千實ﾡの殺生殺育に 

は充分な濕氣を必要とする乙とは勿渝であるが、之は撤水共他の方 

法に依ら 人工的に容易に調節 し得るものてあるから、本道の如3 
ﾡ的低過の地方に在つては、稲起環境の第一要件と して温度の叫係 

を特に考慮する必要があ り、成るべ く風のあね らぬ溫暧な箇所を造 

定することに依八 子實體の良好な發生、発育を促することが肝要 

てある。

衛本試験に於ては季に殺生量多く、秋季は發生極めて僅少てあ 

つ な。亦各試驗地共發生 した椎茸は濕氣不充分のため的傘の表血; 

割れを生じ、色澤も黒初色を呈せず稍々白色を帯び、概して靴ﾡに 

依る後生及び殺育の不良が認め られな。

4. #木樹種比校 ,

椎茸の栽培に適する 樹種として 普通殻斗科のナラ、カシッ、クス 

ベ、シイ、クッ. ﾡ木科のシデ、ッ ・等が賞用されて居る。 北海述て 
は コナラ、・ジナラ 等が最適 と認められる が、之等以外の各種ﾡ葉 

樹林も格木として利用出來るものがあれば、原木編:給の上に益す厶 

所多大てあ り ・ 從て之が適否 を檢时 してﾡ木原木ﾡﾡの範幽 を墳型 

すること は甚だ必要な事であ る。

本試驗は以上の見地 よ り本道に於ける各種の派葉ﾡに就て試職をと 

行人ものてあるが、先づ野幌國有林に自生する もの よ り手. 共第 

1回として、ク ッ以下10種に就て試験せる精果は第25炎の通 りてあ 

る。

第 25 表

供 試樹税
ﾡ 込 

帽木數

商ネな組

W 木ﾡ
湍精木数

样 商 

番 率

・和15年 
ﾡの!木 
新登生咬

ッ
末

10
末

10
茶
0 100.05 100.00

f グギカヘデ ! 23
・ ハ

23
1 ハ

0
ハ

100.00
1 m ハハ

98.77
© ハた

it.4
O rケヤマハシオ 10 O.フ

カ ッラ 15 丨1 4 73.33 99.16 3.7
ア サ ダ 10 7 3 70.00 85.19 i.1

ベツコヤナド 10 6 4 60.00 94.74 5.7

ンラ カンバ 10 10 0 100.00 93.75 4.3

ブカグモ 10 ・ 0 10 0.00 90.67 —

ャダモ 9 0 9 0.00 81.40 | —

シナノキ 10 0 10 0.00 86.67 ；
___ . _

上表を見るに、ク ・)、イタ・カヘデ、 ケヤマハンノ キ、 シラカン

バ等は種Aの活ﾡ卒良好に して現れも得桁 100%を示 しなが、千 

賞後の熒生數に於 て は前二者斷然多く、カッラ、アサダ、バッコャナ 

••等は種帝の活者率に於て は良好であったが, 得ﾡ率は60-70%の 

範別にして不良なる結果を示し、子實體の發生も僅少であつ:た。亦 

アカダモ、 ャチダモ、シナノ*等は種歯の活着に於ては80～90% 
に して良好なる結果を示し:たが, 得柵率は皆無であつた。

アカダe、ヤチダモ、シナノキ等は接種の同年8 月 7 日の種菌活 

行狀旅,側査常時に於て は、種菌は孔中に於て良好に發育 し、Wtも 

活確質と認められなが、 カダモ、"チダモは翌12年秋造には、 

(に仙のﾡ朽商歯ﾡに使され、黒色を呈して樹皮が剝離した。亦シナ 

ノキ も雑商に使され、白腐れの如2 狀態を呈して翌年秋頃には全く
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腐朽して了つ2。次にシラ カ シパは菌糸の整延頗る 良好て‘優良なむ 

木を得たが、子實藤の發生は埋込孔及び共周圍のみに限られ、或は 

木口等に發生を見る等特異な狀態を呈した。之は恐らく此樹種の内 

皮がル く 而も椎茸に依って腐朽せ られずに緊 して居 る 關係上、f 

實股の發生 を叩者する公と思料せ られる。

以上試驗の結果から推して、供償10種のﾡ葉樹中ミ ヅナラ に匹时 

してﾡ木として好適と認られるものはク リ、及イクヤガへデとし、

・ケヤマンノキ、 カシラ、 アサダ、 ッコヤナギ等は子丁體の殺 

生は見るが、發生衆は前二者に比すれば遙かに少く、紙済的に有利 

なるﾡ和とは認め難い様に思人。 アカダモ、ヤチグモは共に机』 

の栽培には適當せざる ものの如 く、シナノキ も雑商に依るﾡ朽加る 

逃かて、格木としての經済的價値は認められない。

vin摘 要

昭和11年 3月 以迷野幌國行林内 に於て 培養菌糸法 に依 る ﾡ求埼指 

試驗を行ひ,稲木作製時期、#木管法、ﾡ込花にﾡ起飛城、#木 

ﾡ和等 に求て各々 比校試験 を行つね。

そ の結果 を再掲 すれば次の 如く である。

1 ). 原木の伐採時期は從來の如 く 極端に拘東せ られる必要無く、本 

法に依ると2は四季を通じて榊木の作製が可能である乙とが" 

められた。

2 野幌地方に於ては11～3月ﾡの冬不寒冷なる期間を除けは、野 

外に於て随時原木を伐採接林 して格木を作製す ること が山ポ、 

80-100%の得樹ポ を期待 し得 る。

3) 本道の如く 寒冷な る地方に在っては、接種叫は4-6JI 

に行ん ことが最も利て、秋季の接種は不成績 を招 くﾡれある 

と共に無済的 に も 不利てあ る。

4) 本法に於ては、格木住乾枯せしめた上接種 した もの よ りも、伐 

探［後接和 しな もの、方が寧ろ央好な得樹を示 しね。

5y 接和後適常な管理をなせ、椎茸菌糸の特性に依り、埋込んだ 

和識は無破礎の場合 も ﾡの場合 と 同様 に 良好に 活ﾡ し て 確 

に接種の日 的 を述すること が出求る。

の. 本道の如く越冬期間の長い地方に於ては、何等かの方法に依り 

冬季間も菌糸の発延を圖ることが必ましいが、-1:室貯藏に依る 

方法は効果が認め られた。 .

7 送込環境試驗の結果は、若木の濶葉樹林内 (n試験地) に最込 

んだものが、最も良好な成績を示した。

本述の如く 歯糸の袋育に適常な温度に巡はれる 乙 との比較的少 

い地方に於ては、榊木が過乾に陷らざる限り、成るべく温暖な 

環境を選ぶ必要がある。

8) . 松起環境比較に於て も B 試驗地は最も 良好な成績を示 しな。之 

は F實體の發生には好適な濕度の條件は勿論のこ と乍ら、本道 

に於てはﾡﾡの飛城と して特に温吸な価所を選ぶ必要があるこ 

と を示すものてある。

9) . 供試樹和10種中クッ、 イタヤカヘデはミゾナラに匹敵する成ﾡ 

を示し、裕木として好適と認められた。
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附求第 I 得ﾡ調査

歳込場所
W 木 1 製 込 商糸恋廷

f率
C 採「R 樹木敷 卜木ﾡ

A if&高 系方T
II. 6.15 io あ 949

10. II. 1l. 6.15 30 28 2 93.33
11.6.30 II. 6.30 34 33 I 97.06

11. 7.17 II. 7.24 35 32 3 91.43

II. 8.18 II. 8. 19 図 33
20

2
4

94.28
83.33

11. 3.13 H. 3.30 57 53 4 929s

ク ッ 10 10 0 100.00
イ クヤカヘデ 23 23 0 100.00
ケヤハンノや 10 10 0 100.00
カッラ 15 11 4 73.33

10 7 3 70.00
ベッコヤナギ 10 6 4 60.00
シラカンベ 10 10 0 100.00

力火モ 10 0 10 0.00
ヤチグモ 9 0 9 0.00
シナノキ 10 0 10 0.00

II. 1.20 II. 4.25 91 91 0 100.00
11. 6. 10 II. 6.15 100 100 0 100.00

10. II. 11. 6.15 30 30 0 100.00
Il. 7.17 11. 7.24 36 33 3 91.67
II. 8.18 11. 8.19 23 20 3 86.95

11.10.25 11.11.10 44 35 9 79.55
12.1.8 12. 1. 8 1O10

0
10

10
0

0.03
103.00

C I.. 4.20 11. 4.25 28 28 0 100.00

11. 6.10 11. 6.15 70 68 2 97.14

10. 11. II. 6.15 28 26 2 92.86
・ IL. 7.17 11. 7.24 32 30 2 93.75

.-----------
11.8.18 11. &. 19 23 19 4 82.61 

----------------
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附表 第 II 雜菌被害率調査表 附炎第 III 子實彊發生量調査表

&込

場所

m 木 製 座込 
折木 
数

キウ 
ロ コ 
タケ

ラ ゲ
カ ワ 
フタケ

ゴム

ク ケ

ク モ

ク ケ
他 t

率 木量伐 採

A i&高 ル
11.6.15 io 才 

4 5
本
・ 1 市 1%岑 お

10. II. 6.15 30 2 2 6.67 2

II. 6.30 1.. 6.30 34 1 — ・- 1 — 2 5.85 1
I. 7.17 1t. 7.24 35 2 1 , .... 1 .4 11.11 3

11. 8.18 11. 8.19 図 5 3 — 一 11 18.64, 0 
4

II. 3. 13 II. 3.30 57 I 4 5 8.77 4
11.4.20 II. 4.25 91 3 — .. — 4 4.40 0
11. 6.10 11. 6. 15 100 6 3 ..... 9 9.00 0

( 10.11. II. 6. 15 30 2 2 4 13.33 0
IL 7.17 11. 7.24 36 4 1 — 5 13.89 3

II. 8. 18 11. 8.19 23 .... 4 .... 4 17.39 3

11. 10.25 IL 11.10 44 10 2 ー ・ 2 14 3!.82 9

12.1.8 12. 1. 8 「!O10 0 002

C II. 4.20 II. 4.25 28 0 0.00 o
11. 6. 10 II. 6.15 70 4 5 .. 9 12.861 2
10. Ii. H. 6.15 28 3 1 ・- 4 2
II. 7.17 11. 7.24 32 2 2 1 — — 5 12.50 2
II. 8.18 11. 8.19 23 3 — ・ 2 — 5 21.74 ・

情起 ﾡ 4 柵木 g和124 1 ・和134 昭和I44 ・和15年

場所 伐 探 量 生 ﾡ生
量 1

- II 牛 万 11 弱 、パ k本 E
A II. 6.1 H. 6. 15 314 6.028 189 4.403 750 1l.325

10. II. 11.6. 15 28 2 -- 167 2.939 48 916 312 5.148

11. 6.30 11.6. 30 33 ・ 125 2.301 97 1.90 226 2.599

II. 7.17 II. 7.24 32 こ 74 1.161 69 1.183 206 2.760

II. 8. 18 11.8.19 国 —
— 23

8
386
147

65
り 3

1.215
752

218
I06

3.095 
i.431

B 11. 3. 13 11.3.30 53 21 149 2.711 160 3.024 396 5821
ク リ 10 — — 27 326 20 302 91 837
イ クヤカヘデ 23 7 — 79 1.011 20 31 225 2.722
ケヤハンノキ 10 8 86 I8 252 59 36!

カ ッ ラ II 一 2 ' 27 93 32 358

ァサ火 7 1 18 ・ 56 3 48

ベッコヤナギ 6 10 16 116 16 166

シラカンベ 10 — — 4 47 12 211 27 243 ・

カグモ 0 一 —
ャチダモ 0
シナノキ 0

II. 4.20 II. 4. 25 91 18 366 6.514 298 5.989 546 8.899
II. 6. 10 6.15 100 4 ・ 583 11.776 218 4.817 807 11.943

10. II. 11. 6.15 30 2 153 2.815 77 1.886 331 5.296
II. 7. 17 11. 7.24 33 1 -- 1.764 56 1.024 234 2.925

11. 8. 18 11. 8. 19 20 — ・- 20 324 31 530 120 1.740
11. 10.25 11.11.10 35 — 27 426 43 764 ios, 1.587
12.1.8 12. 1. s 10 一 一 13 14 236 27 359

C II. 4.20 II. 4. 25 28 1 64 1.103 55 1.039 174 2.575
• 11. 6. 10 II. 6.15 68 — — 15i 2.959 183 3.658 476 7.074

10. II. 11. 6.15 26 一 32 585 51 1.050 243 2.770
11. 7.17 11. 7.24 30 ,- ・- 29 4引 66 1.313 157 2213

11- 8. 18 II. 8.19 19 — — 6 116 33 594 95 1.206
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附衣第IV 椎殺生時に於け る 象因子 測 定 表

自 ﾡ和12年5月6日 至 同4同月 25日

ロ
須 a (C) 最 高 須 a (C ) (

A B C A ・I C A

6 10.72 11.20 10.24 13.9 14.4 12.5 2.6 2.1 2.0

7 7.78 8.54 7.62 10.3 11.0 9.5 3.4 3.2 3.2
8 9.60 9.82 8.78 11.7 12.0 10.3 4.0 3.9 3.7

8.05 8.16 7.80 10.1 10.4 9.6 4.0 ' 3.9 3.7

10 6.68 660 6.44 12.4 12.8 12.3 5.7 5.7 5.5
II 10.90 1L.16 10.80 14.3 I5.8 13.7 1.0 0.9 1.0
12 9.46 10.08 9.44 11.4 12.3 12.2 6.0 5.7 62
13 4.92 5.00 4.40 8.4 8.5 7.5 . 0.6 0.5 0.2
I4 10.20 10.06 9.24 15.0 15.7 13.8 0.8 0.7 0.7
15 1206 12.62 11.70 14. 15.0 13.2 6.0 6.0 6.0
16 9.30 9.56 8.82 14.2 14.8 13.8 5.0 5.0 48
I7 13.28 14.00 12.86 16.1 18.1 15.4 5.2 4.8 48
18 10.20 10.28 9.92 13.5 13.4 12.2 7.2 7.2 7.1
19 13.32 13.88 12.82 15.6 16.6 14.8 8.0 7.9 78
20 11.02 11.20 10.64 13.7 14.1 12.9 6.7 6.6 64
21 10.18 10.10 9.62 13.7 14.1 12.9 7.9 7.8

77 1

22 10.96 11.30 10.34 15.1 15.8 15.0 2.7 2.7 23
23 14.84 15.86 14.50 17.9 19.8 17.0 4.2 3.9
24 i5.36 1560 14.90 16.7 17.3 16.0 7.9 7.8 7.8 |

25 10.44 10.26 10.74 11.7 11.8 10.7 10.4 10.5 10.3 
-------- 1

自 昭利12年9月6日

--38一

6 19.60 19.66 19.80 21.9 22.0 21.9 । 14.2 14.2 14.0

7 20.00 19-92 19.80 21.7 21.7 ; 21.7 | 14.9 14.8 14.3

8 1586 15.90 15.54 17.0 17.0 16.8 j 15.2 15.2 1.7

9 17.72 17.76 17.46 19.8 19.9 20.。 ; 11.1 11.0 10.5

10 17.14 17.38 17.16 19.7 20.5 ! 20.1 8.5 8.3 8.1

11 15.00 1512 14.76 16.5 16.7.1 16.7 10.7 10.3 10.1

12 13.28 13.40 12.46 16.0 16.0 158 12.9 ,12.7 12.7

13 15.18 15.76 15.52 17.1 17.0 17.1 12.0 11.8 1.7

14 16.56 16.40 16.46 19.9 19.9 20.1 8.1 8.2 8.0

五 昭和12年925Hl

当 度 (20) 紙面妥量 (eo) 風座 (m/秒)

A C c E C

66.2 69.4 72.0 14.0 I6.6 15.0 1.26 0.68 0.82

78.2 78.0 84.8 1.54 0.88 1.3S

66.2 73.0 76.2 0.32 0.08 0.00
82.6 86.6 88.0 ・ — 0.70. 0.58 0.64

97.4 99.4 99.4 9.0 8.9 9.7 1.52 1.20 ヽ
738 76.8 79.0 24.5 22.2 18.5 0.46 0.40 0.48

63.8 70.2 768 一 1.5S 0.92 1.38

97.2 99.4 99.6 4.8 4.5 2.7 0.24 0.08 0.00
75.0 83.4 83.4 一 0.18 0.08 0.02

69.0 72.8 73.8 11.0 19.9 14.5 2.03 1.03 1.58

82.8 85.4 86.2 14.8 13.8 11.0 0.76 0.50 0.70

70.0 72.6 73.4 ・- 0.68 0.40 0.48

89.2 92.0, 92.0 — ・ 一 0.32 0.12 0.08

73.0 73.8 78.4 一 1.22 0.84 1.02 \
83.6 85.2 87.4 ・ 0.10 0.18 0.16

83.6 88.8 90.6 15.5 20.5 21.7 1.88 1.08 1.36

62.2 69.1 73.4 z 19.7 26.0 24.9 1.58 0.88 1.60
62.0 64.8 69.6 ・ 26.7 24.9 21.5 0.58 0.30 0.54
65.4 71.0 72.2 一 0.56 0.26 0.42

100.0 100.0 100.0 一 0.46 0.16 0.20
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87.6 88.4 89.2 7.6 5.3 • 8.7 0.20 0.06 0.00
87.8 91.4 918 — 0.12 0.02 0.00

100.0 100.0 100.0 6.2 4.6 7.1 0.02 0.00 0.00
89,4 89.0 90.0 9.9 6.4 11.5 0.62 0.34 0.74
91.8 76.0 778 8.7 8.7 8.8 0.12 0.06 0.00
91.8 94.2 96.6 0.0 0.0 0.4 0.02 0.00 000

100.0 100.0 100.0 4.4 5.1 6.9 0.26 0.20 0.18
808 81.8 86.6 7.2 6.0 11.0 0.64 0.26 0.52
86.0 89.6 92.4 8.0 6.3 8.4 0.16 0.10 0.t4



Irl 昭和I3410月I日

H
一 須 a (C) 最高然温(C) 最 価 4、通 (C)

A B c 1 ^ c S 1

15 17.28 17.24 17.22 20.1 20.2 19.9 10.4 10.7 10.0
16 15.28 15.46 15.34 16.7 17.1 I68 11.3 - 11.3 1 il.0
17 1 1G.18 16.40 15.86 19.5 19.7 19.1 10.7 10.5 10.2,
18 ・18.02 18.04 17.70 19.7 19.9 19.9 13.5 13.8 13.3
19 16.72 16.70 16.32 19.5 198 19.3 10.4 10.6 10.2 ,
20 13.44 13.42 13.10 17.0 17.1 17.1 10.2 10.3 9.5 1
21 17.14 17.22 17.04 19.1 19.3 19.2 12.5 12.5 12.2
22 17.64 17.46 17.64 20.2 20.3 20.0 9.8 10.0 9.3
23 17.80 17.78 17.-18 , 19.7 200 19.7 14.6 14.6 14.1

24 17.02 I6.76 16.66 19.7 20.0 19.8 12.2 12.3 11.6
25 I7.16 | 17.16 i 16.98 18.4 18.7 18.4 12.6 12.7 12.2

r 1 昭和 13年 4 月 8 H

8 7.30 5.86 4.03 7.1 7.5 5.9 2.7 3.0
9 0.28 1.20 99.88 2.1 2.8 1.7 99.0 0.5

10 2.28 3.42 1.46 8.4 7.5 7.4 97.0 91.5
11 7.24 8.08 6.20 10.1 12.3 9.1 2.5 1.9
12 4.24 5.18 3.36 6.0 6.7 5.5 1.9 2.4
13 3.62 4.10 . 3.12 9.9 9.8 8.9 0.0 0.1
14 9.22 9.98 8.32 12.4 14.5 12.0 99.5 99.6
15 ・6.32 6.80 5.74 8.5 8.3 7.9 2.3 2.6
16 1.94 2.48 1.42 5.6 5. 6.4 0.4 0.2
17 6.48 7.52 6.32 9.5 11.7 9.5 0.2 0.2
18 8.02 8.76 7.42 11.7 13.4 11.3 99.9 99.3
19 8.38 9.86 7.90 12.0 14.4 11.9 2.6 3.0
20 10.64 12.00 10.52 13.6 15.4 13.5 1.4 1.6
21 2.66 10.80 9.18 i3.0 13.4 12.6 2.0 2.5
22 9.62 11.24 9.08 13.5 16.4 13.5 0.9 0.8
23 6.08 6.64 5.62 11.4 11.9 11.0 2.8 3.0
24 9.32 10.06 8.78 12.9 135 12.5 3.5 4.1
25 9.40 10.18 8.82 12.3 13.8 12.0 1.4 1.9
26 9.05 9.60 8.64 12.3 13.5 12.1 98.3 99.0 97.6
27 12.70 13.96 12.28 16.3 18.3 16.0 1.5 2.0

--

11 14.70 15.24 14.66 16.4 16.4 16.5 11.9 12.2 而

12 10.78 11.26 10.72 12.2 12.4 12.2 8.0 8.8
13 9.30 9.78 9.28 13.2 13.0 13.1 1.0 1.8 06
14 9.0t 9.48 8.84 10.5 10.6 10.6 8.3 8.5 8.

迎 度 (2の) 紙 画 (eo) 道 度 (m/秒)

・」
,l 1 S A

, -
S B C

86.0 89.4 86.4 9.9 8.0 10.0 0.16 0.04 0.065
78.8 80.0 79.2 12.0 7.0 8.5 0.18! 0.10 0.20
83.2 87.0 89s 10.3 8.0 8.5 0.18 ■ 0.02 0.00
77. , 73.8 78.8 11.5 9.1 8.7- 1.74 0.22 0.51
82.6 85.6 89.4 一 — 0.02 : 0.02 0.02

100.0 100.0 100.0 ・ 0.06 0.02 0.02
88.4 90.2 90.0 6.3 10.0 6.0 0.92 I 0.28 0.94
9r.4 94.0 90.2 5.8 5.0 5.2 0.08 ) 0.06 0.02
88.0 91.0 93.8 ・ 0.14 | 0.08 0.0s
9ら. 94.8 94.4 一 ー ・ 0.14, 0.04 0.02
90.0j 95.0 95.4 8.5 6.3 8.8 0.26j 0.20 0.10

平 I和13年4月27日

100.0
98.0

99.0
86.4

100.0
94.4

・- 0.16
2.84

0.06
0.60

0.28
2.48

84.4 84.0 90.8 ・ ... 0.42 0.10 0.16
71.4 72.2 79.0 — 0.60 0.38 0.74
97.2 91.0 98.8 ・ ・ 0.38 0.32 0.32
98.8 97.4 100.0 — — 0.90 0.40 1.98
63.6 64.2 76.6 .... ..... 2.66 0.12 0.80

100.0 99.4 100.0 ・... , 0.46 0.18 0.88
97.8 97.4 100.0 ・- 3.50 0.54 3.68
84.8 81.4 90.2 ・ ・・ 0.16 0.03 0.24
86.2 80.4 88.8 — 0.94 0.18 0.96
79.8 73.4 87.0 ・ • ・ 0.6t 034 0.54
G4.8 55.2 65.0 1.24 0.56 1.78
69.8 64.2 80.4 -、 — 1.12 0.50 1.78
60. 60.2 71.2 — — — 0.50 0.18 0.42

100.0 IC0.0 100.0 — 0.54 0.16 0.6
74.4 71.8 82.6 — ・ 1.32 0.42 1.42
74.2 64.8 81.0 ・ 1.08 0.38 1.22
79.4 79.6 88.8 ・ — — 0.46 0.26 0.56
67.4 65.8 75.4 — — — 0.76 0.54 0.90

部 ・和13410月30日

99.0 83.8 99.8 , — 一 0.72 0.34 1.14
74.4 74.2 76.2 j 10.2 7.7 8.0 0.84 0.34 098
92.8 90.0 93.2 . 0.0t 0.02 0.00
89.6 84.6 88.6 0.74 038 0.46

40



自 昭和1444月22H

H
須 a(C) 最 高 氣 a (C) 低条温 (C)

A c A B 1 C ^ i D

15 7.56 8.12 7.42 10.0 10.0 98 4.3 4.7 , 4.0
16 6.4 6.80 5.98 8.9 9.0 8.7 2.7 3.5 22

17 3.58 4.18 3.06 7.5 6.6 6.5 0.5 1.0 0.0
18 7.42 7.50 7.10 11.6 10.9 11.1 98.6 ' 99.3 97.9
19 9.36 9.98 9.18 13.3 13.5 13.5 1.8 2.5 2.5
20 8.12 8.48 768 12.2 12.4 I1.8 1.7 2.2 1.5
21 9.02 9.52 8.66 12.4 12.2 12.0 2.2 2.9 1.7
22 ラ5イ' 5.94 5.20 9.1 8.8 8.5 98.2 99.1 98.1
23 9.30 9.64 9.04 14.0 13.6 13.4 1.2 7.7 0.7
24 11.44 11.62 11.22 14.1 14.1 13.9 7.1 7.4 561

25 10.74 11.18 10.10 14.0 14.2 ； 13.4 5.6 5.8 4.7
26 10.24 10.66 10.20 13.2 13.3 13.3 4 J 4.9 ・4.1
27 9.84 10.06 9.64 14.3 14.3 1 14.1 1.1 1.6 0.6
28 9.02 9.18 8.5 13.2 13.3 13.3 1.7' 2.2 1.2
29 12.48 12.80 12.32 16.6 16.9 16.5 1：1 1.6 06
30

—
11.56 11.66 11.24 t65 16.4 10.1 0.2 1.0 99.8 '

玉 昭和I4年5月1IH

型 度 (9の) 紙西※ﾡ量 (go) 風 選 度 (/秒)
A | 1 •c A D c A B c

81.2 80.4 83.6 二 1 0.22 0.04 1.12
87.2 85.6 91.2 ・ ・ 0.36 0.20 0.02

100.0 100.0 100.0 ... .. 0.00 0.00 0.16
88.6 91.2 ： 88.0 6.6 4.5 ； 7.5 0.02 0.03 0.62
87.2 84.6 89.0 ； * 7.0 13.5 5.0 0.42 , 0.14 0.04
85.4 88.4 • 88.8 ' 6.0 5.5 9.0 0.12 0.04 0.30
86.0 88.2 920 15.0| 15.0 17.5 044 | 0.28 0.02
83.8 85.0 87.4 6s 5.2 6.5 0.06 ; 000 0.04
87.4 87.0 91.4 0.08 0.04 0.16
88.2 85.8 91.4 5.8 58 6.2 0.14 0.04 0.00
90.2 91.8 952 8.3 5.0 5.0 00t 0.0t 1.34
90.8 89.6 93.8 5.5 6.0 7.5 0:82, 0.40 0.04
89.4 89.4 94.6 4.9 4.4 8.4 0.08 0.00 0.00
86.8 86.6 90.6 5.0 4.5 4.3 0.02 0.02 0.26
88.0 86.6 91.6 9.0 8.2 8.3 0.22 0.10 0.26
84.4 86.0 89.2 一 一 一 0.24 0.18 0.28

-42-

22 7.28 7.94 6.26 12.3 13.2 10.4 5.4 5. 4.0
23 5.78 682 4.76 7.4 8.0 6.5 4.0 4.8 3.4
24 2.72 3.60・ 1.68 5.4 5.9 4. 0.5 0.2 0.0
25 5.62 6.76 4.26 11.4 10.8 10.3 99.7 0.4 99.5
26 10.32 10.46 9.24 13.2 13.8 12.0 2.3 2.5 1.5
27 6.08 6.50 5.24 9.9 10.2 8.9 6.2 5.6 4.5
28 9.02 9.64 760 12.5 13.4 11.3 3.0 ・ 3.5 2.4
29 10.66 12.18 10.64 12.6 14.5 12.3 4.6 3.9 3.0
30 12.32 14.02 11.64 15.8 18.5 15.3 2.1 2.5 1.3

1 15.36 17.03 1.72 • 21.5 24.4 , 21.0 4.4 5.1 1.2
2 8.06 8.70 7.88 11.4 12.9 1t.0 5.8 6.6 5.5
3 10.22 12.08 10.12 12.6 14.5 12.8 5.1 5.6 48
4 11.20 12.66 10.52 15.0 16.8 15.0 4.2 4.6 4.0
5 14.30 16.10 14.32 18.9 22.2 18.7 0.9 1.4 0.0
6 14.02 15.58 13.16 17.7 19.6 17.0 4,2 4.6 3.6
7 13.76 15.68 15.28 17.6 19.6 16.9 6.3 6.9 ・6.2
8 12.82 14.88 12.50 16.6 20.1 16.2 4.0 4.5 3.5
9 8.66 9.46 8.28 12.6 13.4 12.2 7.3 8.1 68

10 9.76 11.14 9.02 12.6 15.1 12.1 1.8 2.4 1.7
11 8.53 9.74 8.22 12.5 13.2 12.3 8.9 4.6 3.3

-13-

100.0 1000 100.0 一 0.6 0.6 0.5S
100.0 100.0 100.0 0.6 0.0 0.82
96.2 94.0 97.6 — ・... 0.96 0.24 1.26.
89.8 89.8 100.0' — — 0.38 0.00 0.26
91.8 84.4 82.8 ・ 0.76 0.54 0.64

100.0 100.0 100.0 ・ — 0.58 0.14 0.80
78.2 75.4 93.2 ・ 1.2 0.08 1.28
79.6 71.8 78.8 •— 1.3 0.24 1.66
79.2 70.8 78.0 ・- 0.96 0.56 0.8
85.2 78.2 84.6 ・ — 0.56 0.24 0.40

100.0 100.0 100.0 - 、 — 0.58 0.20 0.54
90.0 79.8 94.4 19.8 20.8 14.0 1.00 0.34 1.26
83.6 74.4 85.4 23.2 33.2 19.3 1.84 0.62 2.18
73.0 65.4 73.4 ・. 0.i6 、0.10 0.52
79.0 67.4 80.8 18.0 21.0 10.0 0.66 0.22 0.82
84.0 76.8 86.6 16.3 28.5 14.5 0.68 0.20 0.82
90.8 78.4 84.8 — — 0.58 0.12 0.74
92.6 93.2 100.0 22.3 12.0 10.0 0.80 0.24 0.84
75.6 71.0 83.4 • ・.... ・... — 0.18 0.10 0.12
99.2 97.2 100.0 0.48 0.14 0.54
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